
第３号様式（第４条第１項） 

平成２８年 ３月２４日 

君津市議会議長 安 藤 敬 治 様 

総務常任委員会 

委員長 加 藤 喜代美 

行 政 視 察 結 果 報 告 書 

 君津市議会行政視察取扱要綱第４条第１項の規定により、次のとおり報告書を提

出します。 

記 

 １ 期  日  平成２８年 ２月 ４日（木）から 

         平成２８年 ２月 ５日（金）まで 

 ２ 視 察 先  千葉県白井市、静岡県三島市 

 ３ 調査事項 

（１）新庁舎建設について（白井市） 

（２）優良田園住宅整備事業について（三島市） 

４ 参加議員  加藤喜代美、須永和良、野上慎治、松本裕次郎、 

        池田文男、小倉靖幸、鈴木良次、鴇田剛 

 ５ 経  費  別紙のとおり 



総務常任委員会 行政視察経費 

① 宿泊日当 （14,800 円×1日＋3,000 円×2 日）×7 人＝ １４５，６００円 

② 高速料金代                                     １７,７１０円 

③ 駐車料金代                      ５，０００円 

④ 視察先土産代                     ６，０００円 

⑤ 車賃                                     ５，２５０円 

⑥ 旅行雑費                         ３００円 

⑦ キャンセル料                     ９，４９０円 

⑥ 借上げバス代                   １７５，５７０円 

合  計   ３６４，９２０円 



千葉県白井市 

 日 時：平成２８年 ２月 ４日（木）午前１０：００から午前１１：３０ 

場 所：本庁舎６階委員会室 

出席者：白井市議会事務局長 佐藤様 

総務部管財契約課長 湯浅様、庁舎建設準備室長 岡田様 

庁舎建設準備室 主査補 落合様、庁舎建設準備室 主事補 渡邉様 

１．白井市の概要について

 人  口：６３，２２７人（平成２８年２月末現在） 面  積：３５．４１㎢ 

 一般会計：２０１億６５万２千円（平成２８年度） 経常収支比率：９１．８％ 

議 員 数：２１名 

県北西部、船橋市の北に位置し、東京都心・千葉市・成田空港へいずれも３０km

圏。緑豊かな純農村だったが、７０年代以降の工業・住宅団地の造成や北総開発鉄

道の開業により、首都近郊の住宅都市として急速に発展。１０年には成田スカイア

クセスが開通。全国有数の梨の産地で市のキャラクターは「なし坊」。１０年国勢

調査の人口増加率は県内１位。 

２．調査事項について 

白井市では平成２２年度の東日本大震災により、冷却配管の漏水、屋上アンテナ

柱傾斜などの被害を受け、２３年度７月に白井市役所庁舎整備検討委員会を設置し

た。１０名の委員のうち５名を公募とし、大学教授２名と市職員３名で構成した。

公募市民の中に１級建築士２名と建築積算士１名がいたことから見ると、この公募

枠の多さが功を奏したと考えられる。１１月に積算検討部会を設置。３月に「減築+

新築」を最も有効な手法と結論付けた。平成２４年度に再度耐震診断、５階まで残

す場合と４階まで残す場合の IS 値も積算。平成２５年度に白井市庁舎調査建設等検

討委員会を設置。パブリックコメント、住民説明会等の手順を踏んで、３月に庁舎

整備基本計画を策定した。減築による庁舎の耐震性の確保は、全面新築と比べると

建設費が安く、工期も短い。工期期間中の業務への影響も小さく済み、耐震性能は

向上。減築改修後約 50 年は持つとの事だった。平成２６年度に契約方法を従来方式、

デザインビルド方式、ECI 方式（施行予定者技術協議方式）から検討した。３月に

ECI 方式を採用する事を政策会議にて決定、施行予定者の技術・特許などの提案を



設計に取り入れる事で、入札不調リスクの回避等ができたとの事だった。平成２７

年度に総務部管財契約課内に「庁舎建設準備室」を設置。７月に庁舎整備実施設計

技術支援業務委託、第一施行予定者を決定し、契約締結。平成２８年度以降には、

工事請負契約を締結し、平成２９年度にはまず新築棟の工事を完了させたのち、減

築棟の工事に着手する予定との事だった。 

３．所 感 

白井市の庁舎の「減築による耐震化」という方法は珍しいが、君津市のような高層

の庁舎においては効果の高い方法であると感じた。しかし、コンクリートの中性化

速度は建物によって異なるため、君津市庁舎の詳細な現状を把握する必要がある。 

ECI 方式による契約は、メリットも多い事は理解できるが、施行業者が決まってから

価格が確定するため、金額面でのイニシアチブは施行業者側にあり、価格高騰のリス

クがあると感じた。 



静岡県三島市 

 日 時：平成２８年 ２月 ５日（金）午前９：００から午前１０：３０ 

場 所：本庁舎３階委員会室及び現地 

出席者：三島市議会事務局 中村様 

    都市整備部 都市計画課 技術主幹 長谷川様 

    都市整備部 都市計画課 計画係長 長瀬様 

１．三島市の概要について

 人  口：１１１，６２８人（平成２８年２月末現在） 面  積：６２．０２㎢ 

 一般会計：３５６億７千万円（平成２８年度） 経常収支比率：８１．７％ 

議 員 数：２２名 

奈良・平安時代は伊豆の国府、江戸時代は東海道の宿場町として繁栄。県東部、

伊豆半島の入口に位置し、富士箱根伊豆国立公園の西の玄関口。品川まで新幹線ひ

かり号で３８分、箱根まで車で２０分の距離。朝夕に富士を仰ぎ、湧水のせせらぎ、

源頼朝ゆかりの三嶋大社など、街中の自然と歴史は市民・観光客を魅了。 

２．調査事項について 

 平成２５年に静岡県の「内陸のフロンティア拓く取組」が国の「ふじのくに防災

減災・地域成長モデル総合特区」に指定。三島市ではこれに伴い５つの事業を行う

こととし、その一つが「ゆとりある田園居住区整備促進事業」である。この事業を

推進するにあたり、平成１０年に施行された「優良田園住宅の建設の促進に関する

法律」に基づいた優良田園住宅制度を活用。静岡県内初の基本方針を策定した。 

市町村が基本方針を策定し、建設しようとするものが建設計画を提出、それを市町

村が認定して建設に至るというのが優良田園住宅建設までの流れである。全国では

４８市町で基本方針を策定済み、２１市町で建設計画を認定済みである。優良田園

住宅の定義として、敷地面積３００㎡以上、建ぺい率３０％まで、容積率５０％ま

で、高さは三階建てまでとしている。他にも生け垣の設置などいくつかの条件があ

るものの、それを満たせば市街化調整区域内でも建設が可能となる。市内三地区（い

ずれも調整区域内）で優良田園住宅建設計画が動き出している。三島市では一戸建

てのみの計画ではなく、地区計画制度を導入していく事から街区を形成する計画を



採用する方針である。質疑では、建設戸数の数値目標や、建設にあたり県産材を使

うと単価が高くなるのではないか。といった質問が出たが、数値目標は無く、県産

材も努力目標に過ぎないとの答えであった。 

３．所 感

周囲の農業者との協調について心配したが、実際には山間部の斜面で、他に有効

利用の可能性を感じない場所であった。君津市でイメージしていた田畑の中とはだ

いぶ違っていた。今回視察した場所は地権者が一名との事で、手続きはスムーズに

行えたようだ。優良田園住宅制度は走り出したばかりの制度なので今後の動向に注

視していきたい。 


